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4) I政治家または立法者の科学の 部門として考えられている経済学 politicala四'n01uyは，
二つ0)$山困')目的をた C亡、、る。その第ー は，人民 peopleに豊富な収入または生活資料を供給
すること，つまり一層適切に言えば，人民が自分たちでこのような収入または生活資料を調達で
きるようにすることである。そして第三は，固家すなわち共同社会 stateor commonw出 lthに，
公共の職務を遊行するのに十分な収入を供給することである。経済学は，人民と主権者との両方
を宮ますことを， 目的としている。J(昨穴 ofN. 1 p. 428. II 5ページ)この略号は， H，.' 0/ 
N.は. w諸国民自宮』をあらわL.引用ページ数は，前の方が，An lnquitツ間tothe Natu問
and Causes of the Wealthザー Nations，General EdIto日 R.H. Campbell and A. S. 
Skinnt:r， Textual Editor W. B. Todd， 2vols.， 1976， in The GI回 gowEdition of the W orks 
and Corres.pondence of Ad"，m Smith， I， O. U. P.，のそれを指し，後の方は， 大内兵衛・
松川l七即訳「詣国民り富」岩波士庫，昭和34"'-'41年，のそれを指す.ロ マ数字は両方とも分冊
数を指す。訳士には若干手を加えた.
5) ムは『グラスゴウ大学講義』の略号である。引用へ ジ数は， iJのhが AdamSrnilh， 
Lectures on Justice， Police， R目 enueand Arms， deli世間d in the University of 
Glasgow bッAdamSmith， rep山由dby a student in 1763 and edited with an intro 




























に税金を支払う人びとの労働によって， 依食生を得ているoJ(D. p. 326. 4←47へーク)D.は
「国富論草稿』の略号巴ああ。 引用へージ数は，前出方がI Wi1iam Robert Sco民，A中 m
Smi抽出血ude叫 and丹をffessor，'With unpublished D町 uments，includiηg Pa刊，of 
the" Eιiinburgh Lectures，" a Draft of The Wealthザ Nations，Ext円-acts.from che 
M山zim開 tsof the Uni世間"tyof Glasgoτv and Co門別pondence，Glasgow， Jacksos， Son 
& Compa瓜y.1937，のそれを指し，後の方は，水田洋訳「国富論草稿」日本評論社(世界古典文
庫出)昭和2&位。それを指す。訳士には若干手を加えた。
的 安価な政府については，島恭彦， w安価な政府』論の再構成， I茸根論瞳J46 . 47告併号，昭
和田年9月，や，山崎怜F “安価な政府"をめ〈ケる諸解釈について， ，香川大牢怪揖論叢」第38
巻第6号.19田年2月，他を参照L
10) 島恭苦，向上:， 47ベ ゾロ





















ものである」という， マッグスー ウェ バ (Max Weber， Wirtschaft und Gesellschaft， 
Gru:ndriss del世間tehendenSoziologie， vierte， neu herausgegebene Au:fIage， besorgt 

























































17) 鈴木亮， ~1J掲. 218ヘジ。
18) 資本主義的蓄積r先行する『本源的』蓄積(アダム スミスの言ラ『先行的蓄積 C.pre 
VIOUS a山 umulation“])， すなわち資本主義的生産様式の結果ではなくその出発点である蓄積」
Karl Mar:x， Das Ka戸 tal.1. MEW. Bd. 23， 1062， S. 741，カル マルクス「資本論」第1




費財の蓄積は，事物の性置上分業に先だたざるをえない。JCw.oj、民 1p. 277， r232ベ ジ〕
20) 原始的苦境寸畠程。二つの側面について，生産手段からの生産者自分離という点には，スミスの




21) 本来心意味で'0~地所り背掃』がなにを意味するかは，近代ロマン文学'"拘束の地， λ コツ

























22) したがって， 分業の発展による人聞の諸能力の発達り阻害と， 分業による諸個人の分断に伴
って社会成員が政治制度に無関心になるという三点、よりなるアダム・フア ガスン (Adam





財産の権威と国家の権威 (387) 77 
見る喜びのほかには，何もそれから引き出さないりに，彼らの幸福を，彼にとって必

















23) M 丘は『道徳瞳情論~ 0)暗号である。ヲ開へ-::;教は，前四方が，The Theory of Moral 
』印timents，Edited by D. D. Raphael and A. L. Macfie， 1976， in The Glasgow Edition 




25) 水田洋， アダムースミスにおける同感概念の成立， r一橋論叢」第6C巻第6号， 1968年12月
(No. 338)ロ
26) 租税は，服従ではなく，財産を所有していること，すなわち自由であることを皐徴するとスミ
スは指摘している (TIλ ofN. I p. 857， IV 301ヘ シ)0 ~道帯感情論』では身分の区別につ
いてもふれられているが. ~諸国民の富』における「商業社会」はj 租税を支払い，財産所有者
とLて独立している点では対等平等の個人により構成芦れていると考えられる。























vantに対する独立の職人の優越性は，おそらくは更に大きいであろう。J(W. of N. 
















たがって精を出す気も起こってくる。J(1-. p. 99， 231-232ベージ〉
奴隷が労働する動機は，罰への恐怖一以外にはなにもないし，余剰生産物は全
て主人の手に渡るのだから， 奴隷は勤勉になるための奨励を何も持たない (L
















80 (390) l 第 119巻第6号
欲は喚起され，社会の発展も大きく促進される。こうした考えにより，スミス
は， 農業において生産性が上がる制度として， 奴隷制 slavery→隷農 vi1ain
→分益小作人 tenantby steel bow→小作人 tenantという順序を挙げている
(L. pp. 224-227， 412-415ページ〕。これは自己の勤勉が収入に比例する程度の増
大に対応しており，またこのことは，耕作道具などの生産手段，特に土地に対
する耕作人の権利の拡大とも一致している。したがって小作人も，テナントア





率的であるとして否定される (L.p. 2お， 417ペー ジ〕。 自分が耕作Lうるよりも






る郎党 retainerや，年季奉行にしばられた僕牌 menial servantも否定する。
彼らが解雇された時，彼らは強盗や掠奪以外には生きる道がなく，大きな社会







財産の権成と国家の権威 (391) 81 









「ヨーロッハの全ての宮廷において， 貴族の権力は， 手工業 artと商業の発展と
いう共通の原囚から衷徴した。人はモの財産を家庭の警修に費すことができるよう巴












27)商業と製造業とが， 秩序と善政をもたらすという指摘(1以ぜ民Ip. 412， I476ペー ジ〉や
商業が尭畏すれば誠実と凡帳面も発達するという指摘(L.p. 253. 452へ ジ〕もあるー
28) rどこの国においても，製造業者白書立が多ければ多いほど農業カザ毛主良され，前者の進歩を妨げる
諸原団は，農業の上にし、わば反作用するのをわれわれは知るであろう。J(L. p. 230， 120ベー ジ〉
29) r野心家」の問題については，天羽康夫. ~道徳感計情論』における政治と経済， r経済科学」
第18，巷3号， 1~71年 b 月， 他重量問。


























31) i法と政府によって， すべての産業 actは盛んになり， それが号Iき起こす財産の不平等は十
分に骨謹される。J(L. p. 1日， 321ヘシ)













ない。J(再ペ 01N. I pp. 709-710， N 37-38ベジ〕
スさスがのへている「市民的司法長官の強力な腕 powerful arm of the 
















じてゆき渡るJ(W. 01 N. 1 p. 22， 1 113ベーシ〉のであり I分業によって，文
明社会に生じ，かっ財産の不平等にもかかわらず，社会 communityの最下層












与える諸原因または諸事的は， 全部で凹つあるように思われる。J(W. 01 N. 11 p 
7IO， IV 38-くゾ〕
その四っとは， 人としての資質，年齢，財産と生れである (W.01 N. II pp 
711-713， IVぉ-41ベ ジ)33)。 この四つの中でも，生れと財産が権威と服従とを
確立する主要原因であり (W.01 N. 11 p. 714， IV 43ヘジ)，生れの優越性とは，
「それを主張する人の家族が，昔から財産家であったということを思わせる」
〔W.of N. II p. 713， IV 41ベ ジ)から，結局は財産ということになる ~ÜO i統
33) rグラスゴウ人学講義』では， r年長とあること， 'L身の能刀の優越，家柄白古さおよび富の
優性J(L. p. 10， 1同ベー ジ)としづ順序でまとめられている。
34) rすぐれた冨は，これらの[四つの)性質のいかなるものよりも，いっそう多く権威を賦与す





財産の権威と国家の権威 く395) 85 
治の本源的諸原理Jすなわち「人びとを導いて市民社会口vilsocietyに加わ















































36) ~グラスコウ女学講義』でほ，統治の本躍的原理と 1 て. r植民の原理」と「功利の原理」が
挙げられている(L.p. 9. 98へ ジJ. r政府に服従しないでそれの転覆を願う方が，私甲利益
である ζとがしばしばあろう。しかし私は，他の人びとが私とは異なった意見を持ち，この企亡
において私を援助しないであろろということを知っている。それ故に，私は全体の利益のために，






ては，山崎惜， “安価な政府"をめぐる諸解釈， 前掲. 56-61ページを参照のこと。 また山崎怜，
E国官論」体系と国家認識，経済学史学会編 rw国富論』の成立」岩波書庖 1971時， 311ベ シ
では， r功利Jcl)権威化と「権威」の功利化が指摘されている。二つの原理の二元論的な把揮と
しては，花戸龍蔵，財政思想史 t古典用)， -f倉書房，昭和29:9=-.柴田高好，アダム スξスに
おける市民社会と国家， r国家論研究」第6号， 1975年6月，久保田克美，スミスの思想におけ
る「国家」について(1I)， r大樟論叢J第9号， 1976年9月，他。

























37) 財産所有者の政治支配の 道棺感情論的一一強いていえば，反理性的 認証であり，神聖
化であるといえよう」という北条喜代治氏の指摘(租税利益説D衰退， r経済論叢」第96巻第4
号，昭和40年10月〉を参照のことg


















して，権威の原理と功利の原理 principlesof authority and utilityの二つを挙げ











































39) 和田重司， ~国富論』第5 篇における国家財政把撞について， i橋論叢J第49巻第5号， 1967 
年 5月.他，
